
 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪所得税の算出方法≫     

所得税の金額＝（ 収入金額－所得控除額） × 所得税率 － 税額控除額 

 

 

 

 

 

＊寄付金控除は、確定申告時に「税額控除方式」又は「所得税控除方式」のどちらかを選択できます

が、有利なのは「税額控除方式」です。（この方式は平成２３年６月の税制改正で実現しました。） 

 

 

 

 

税額控除額の算出方法は、 （年間の寄付金 － 2,000 円） × ４０％ ＝税額控除額 

 

ですので、（50,000 円―2,000 円） × 0.4 ( 40% ) =  19,200 円  が控除額です。 

 

年収５００万円の場合の所得控除額（給与所得控除＋基礎控除＋扶養控除）は ２６８万円 

   よって、課税対象になる所得は、５００万円―２６８万円＝２３２万円 

 

課税対象の所得額が２３２万円の時の所得税率と計算式は 

   課税対象となる所得 × １０ ％ － 97,500 円  なので、 

   ２３２万円 × ０．１ － ９７,５００円 ＝ １３４,５００円 

 

 

 

 

認定ＮＰＯ法人に寄付をすると 

税額控除が受けられます！！ 
 
 

ひだまり便り 

番外編 

そもそも控除って何ですか？ 

「控除」とは、ある金額から一定の金額を差し引くことです。 

税における控除には、たくさんの種類があります。 

給与所得控除、基礎控除、扶養控除、 

社会保険料控除、配偶者特別控除、 

医療費控除、生命保険料控除・・・等 

所得が高いと 

税率が上がる

累進課税制度 

住宅取得時等特別控除、配当控除 

社会福祉法人等への寄付金 

認定ＮＰＯ法人への寄付金・・・・等 

認定ＮＰＯに寄付すると課税額を 

うまく抑えることが出来るんですね！！ 

 

年収５００万円の４人家族が 

認定ＮＰＯ法人に ５万円寄付した場合 

ここで 税額控除額を引きます！ 

１９，２００円を控除  １３４，５００円 － １９,２００円 ＝ １１５, ３００円が実際の所得税額 

 

※事実上の減税額は、１９，２００円になりますね！ 

 

 

 

 

税額控除は税率を

掛けたあとで控除額

を引くので、まるごと

減税額になります！ 

ＮＰＯひだまりは
認定ＮＰＯ法人に
なりました！！！ 



＊「所得控除」を選んだ場合 

    例の家族の場合、計算式は省きますが、所得税額は １２９，７００円で、「税額控除」を選択し

た場合より １４，４００円増となります。 

    ただし高額所得者がある一定の寄付をした場合は、所得控除の方が減税額が大きくなります。 

 

＊「住民税」の控除も寄付金額の最大１０％の控除を受けることができます。 

      （最大で、都道府県民税 ４％  市町村住民税 ６％） 

    詳細は、居住地の自治体の条例で決まっていますので確認が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「認定ＮＰＯ法人」になることのメリットには、寄付をしてくださった「個人」の方だけでなく 

●寄付をしてくださった「企業・法人」にも・・・・・・・・「損金算入限度額の拡大」 

●相続財産を寄付してくださった「相続人」にも・・・「寄付金分の非課税」 

●「認定ＮＰＯ法人」自身にも・・・・・・・・・・・・・・・・・「みなし寄付金制度」「社会的な信用」 

         ・・・・・このようなメリットがあります。 

 

 

 

 

～この寄付税制の意義～ 

寄付金控除で税金が安くなることもありますが、今ひとつこの寄付税

制の持つ意義を申しますと、「寄付を税金で補てんしてくれるというこ

とは、間接的に税金の使い道を自分で決められる」ということです。 

寄付の形で「自分が応援したい」「ここに頑張ってほしい」という認定ＮＰＯ法人を支援で

きるからです。税金の使い道はいったん納めれば、どのように使われるか決められませんが、寄付

税制が改正されて、新しい使い道を国が認めた制度となりました。  （ＮＰＯ法人シーズ資料参照） 

寄付金控除を受けるためには「確定申告」が 

必要です！その際には、認定ＮＰＯ法人からの 

「領収書」が必要ですので、確定申告の時期ま

で保管してください！ 

３，０００万円の相続財産があって 

 そのうち １,０００万円を認定ＮＰＯ法人に寄付した場合 

 

相続税の課税対象額は、 ２,０００万円になります！ 

最後に 
賛助会員になっ

てＮＰＯひだまりを 

応援して下さい！ 


